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第9回衛星データ利用コンテスト課題センチネル２データ群を活用して「センチネル２」データを身近に 
   ー第9回衛星データ利用コンテスト応募の用意 その２－ 
2019年6月8日 
 
 センチネル２衛星は２機がセットで運用されています。2015 年 6 月 23 日に センチネル-2A、2017 年 3 月 7 
日に センチネル-2B の2機です。欧州宇宙機 関（ESA）によって打ち上げられました。2機が協働して観測して
います。ランドサット８は16日毎に、観測地点のデータが更新されますがセンチネル２は、それぞれは10日毎
に観測します。あわせて5日毎にデータが更新されます。空間分解能も10mです。5日毎にデータが更新されて
いることも相まって極めて魅力的な衛星データです。 

 センチネル２データは、Copernicus Open Access Hubから入手できます。簡単な登録で無料でデータをダウ
ンロードできます。 
 
  https://scihub.copernicus.eu/dhus/#/home 
 
 但しセンチネル２のデータは「Level-1C」と「Level-2A」の2種類の処理があります。 
 データ構造が複雑で、バンド数も多く、データサイズが大きいです。  
          ＊別ページ説明「センチネル２のデータは２種類の処理」参照 
 
 そこで、センチネル２データに慣れ親しむために、過渡的なデータを用意しました。 
 バンド数を4バンドに限定し、データ範囲を狭くした「第9回衛星データ利用コンテスト課題センチネル２
データ群」を作成しました。  
  
  
  
独立行政法人 産業技術総合研究所（以下「産総研」という）は、ランドサット８やセンチネル２のデータ等を
利用するのに不可欠なサイトです。いろいろな機会にその活用を紹介しています。 
 みなさんにYACが提供している衛星データ分析ソフト「EISEI」との組合せで衛星データを巡る研究が一層深
まっています。 
 第9回を迎える本年度のYACの衛星データ利用コンテストは、産総研の「ランドブラウザ」から、センチネル
２データをダウンロードして、短時間で研究が開始できる部門の準備をしています。 

 初めて衛星データに取組む方が、自分たちの住んでいる町を、センチネル２データを使ってどんどん調べて
いくことを期待しています。 
 
  ＊EISEIは、Windowsのみ対応しています。「EISEI」は次のサイトからご利用ください。 
      http://www.yac-j.com/hq/info/eisei_kiyaku181016.pdf 
 
  ＊産総研の「ランドブラウザ」は、6月3日にYAC衛星データ研究チームが使用しながらしながらの原稿で 
   す。サイトの管理者の方が、サイトの改訂をされることがあります。 
  ＊産総研の「ランドブラウザ」 
        https://landbrowser.airc.aist.go.jp/landbrowser/ 
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フォルダー デ　ー　タ　名 説　　明

A  センチネル２データ（単） 1  明石大橋2019年3月2日 明石大橋周辺のみ

2  名古屋周辺2019年4月16日 中部国際空港より北部分

3  浜松周辺2019年3月9日 浜名湖から浜松市沿岸部

4  羽田周辺2019年5月8日 東京湾アクアラインから横浜沿岸

5  関門海峡2019年5月22日 関門海峡周辺

6  佐田岬2019年5月22日 佐田岬から佐賀関の海上

7  長崎・佐世保2019年5月22日 佐世保港から長崎港

8  瀬戸大橋2019年5月4日 瀬戸大橋を鮮明に

9  松江・米子2019年5月29日 宍道湖東部から弓ヶ浜へ

10  小松・野々市・金沢2019年5月16日 小松市から金沢市への沿岸部

11  ボスポラス海峡2019年5月30日 西洋と東洋を結ぶ

12  砂漠の農園2019年5月27日 スエズ運河西方の砂漠地帯の農園

B　センチネル２データ（複）1  スエズ運河2019年5月29日 地中海から紅海への海路

2  パナマ運河2018年3月1日 太平洋と大西洋を結ぶ

3  しまなみ海道2019年5月4日 瀬戸の島を渡る

4  鹿児島2019年3月18日 桜島から霧島連山へ

5  津軽海峡2019年5月23日 津軽海峡を広範囲に

＊複数のデータを「EISEI]のモザイ

ク機能であわせたもの

「第9回衛星データ利用コンテスト課題センチネル２データ群」には、次のデータがあります 
   
      



17のデータは、いずれも魅力がいっぱいのデータです。 
 
衛星データ分析ソフト「EISEI」をつかって「おや」「まあ」「フーン」を見つけてください。 
 

スエズ運河 パナマ運河 

・全体の様子をみましょう  東西南北！ 長さは！ 
              拡大しながら、幅を測ってみる 
              運河に仕組みがないか探してみる 
              船の航行の向きは？ 
              波ができているか？   

・運河の周りはどんなところ？ 
 フォルスカラーで調べてみよう 
・雲のかかり具合は？ 
 パナマ運河のデータではここ数年間で、雲量 
 が最も少ないデータのひとつです 
・見つけたことは、位置情報も書いてください 
 他の人も確かめられたらいいですね 
・パナマ運河では、入り口に多くの船が並んで  
 いるのをみつけてください。 
・運河の周りで、人々はどんな生活をしている 
 でしょうか？ 
 
・この2つのデータで調べたような方法で他の場 
 所も調べてください。 



S2A_MSIL2A_20190308T015651_N0211_R060
_T52RFV_20190308T050756.SAFE 

「2019-03-08T02:08:45.598372Z」を例にしましょう 

データの名前 

ダウンロードしたときの要領956 MB 

B02 

B03 

B04 

B08 

元のデータ 

「…データ群」収納の
作業イメージ 

元のデータでの色合成 

切出しデータでの色合成 
切出し範囲 

「第9回衛星データ利用コンテスト課題センチネル２
データ群」内のデータはこのように作業しています 



　色　合　成 B G R

トゥルーカラー B 02 B 03 B 04

フォルスカラー B 03 B 04 B 08

センチネル２データ

B02（空間分解能10m ）

B03（空間分解能10m ）

B04（空間分解能10m ）

B08（空間分解能10m ）

B02 

B03 

B04 

B08 

センチネル２の 
「分光」と「色合成」 

フォルスカラー 

トゥルーカラー 

自然な色 

植生の判別 



6 

普通に入手できるセンチネル２の
データは２種類の処理 

S2A →A号機 
S2B →B号機 

・同じデータの処理が2種類 
・地上が鮮明なのは２Aデータ 
・観測直後は２種類ダウンロード 
 できるが、しばらくすると１Cのみ 
・研究機関では、１Cを２Aに変換できるらしい 

13バンド 

データ情報 

９バンド 

11バンド 

４バンド 

２A処理データは空間分解能が異なるデータがある 

＊5月7日の西日本の観測
データを例に 

2種類のデータ処理 

参 考 


